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～上腹部の臓器（肝胆膵腎脾）を詳しく調べたい方へ～

上腹部検査／膵臓がん・胆管がん検査
こんな方におすすめです
●腹部臓器のがんの方が血縁者にいる
●40歳以上
●喫煙・飲酒習慣がある
●腹痛・背部痛・腰痛を自覚している

■腹部超音波
●超音波が物質内を伝わったり反射する原理を使った検査で、肝臓・胆嚢・膵臓・腎臓・脾臓の形や構造を調べ、
臓器内の腫瘤・結石・ポリープなどの異常がわかります。放射線被曝もなく非侵襲的な検査です。
※消化管ガスや内臓脂肪が多い場合などに臓器の一部または全体を映すことができないことがあり、描出可能な範囲での評
価となります。特に膵臓は描出が困難で全体が良く見えないことがあります。描出されないことは異常ではありませんが、
より詳細な検査を希望される方は、膵臓・胆道MRCPなど他の画像検査を合わせて受けることをおすすめします。

■膵臓・胆道MRCP（Magnetic Resonance CholangioPancreatography)
●MRCPは、MRI装置を用いて胆嚢や胆管・膵管を描出する検査です。膵臓がんや胆管がん、膵臓の嚢胞性病変、胆石、
胆管結石の発見に役立ちます。被曝や合併症もなく、体に負担が少なく検査を行うことができます。
■上腹部 CT
●Ｘ線をあてて体の横断面を撮影し、主に肝臓・胆嚢・膵臓・腎臓・脾臓などの異常を調べます。
※当院では CT 検査で造影剤を用いておりませんので、疾患によっては写りにくい場合があります。特に膵臓や胆道系を詳
しく調べたい方は、膵臓・胆道MRCP検査をおすすめします。

※人間ドックや健康診断で行う CT 検査では一定間隔の横断面を撮影しますので、小さな病変が描出されないことがありま
す。一例として胆のうポリープの検出には腹部超音波がすぐれています。

上腹部検査のご説明

腹部超音波・上腹部CTで検査している臓器 膵臓・胆道MRCPで検査している臓器

オプション検査のご案内（16種）　上腹部検査（2025.12.7）

コード 検査項目
受診可能な施設

価格（税込） 所要時間
春日 深川 品川

PR 05 腹部超音波（肝・胆・膵・腎・脾）▲ ● ● ● 6,600円 約 8 分

PE 01 膵臓・胆道MRCPセット
（MRCPと腫瘍マーカー：CA19-9・エラスターゼ1） ● 29,700円　 約 20 分

PD 02 上腹部CTセット
（CTと腫瘍マーカー：AFP・PIVKA-Ⅱ・CA19-9・エラスターゼ1） ● ● 19,800円 約 5 分

▲ 腹部超音波は検査項目に含まれている場合がございます。ご受診される健康診断の検査項目を確認の上、ご追加ください。
※ 時間の表記は検査そのものにかかる時間で、前後の移動や準備、採血等の時間は含まれません。
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